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Ⅱ．事業の概要 

１．法人関係 

（１）第Ⅳ期中期計画の推進と第Ⅴ期中期計画の策定 

本学院は、“ＫＧブランドの確立”を目指す方向と位置付け、平成 31 年（2019 年）に

第Ⅳ期中期計画（2019年度から 2023年度まで）を策定した。しかしながら、新型コロナ

ウィルスによる社会経済の激変や全学的教学マネジメント体制の確立、学校法人ガバナン

ス改革など教育を取り巻く環境は大きく変化してきた。さらに令和 3 年（2021 年）度は

第Ⅳ期中期計画の折り返し年度であることから、第Ⅴ期中期計画（2022年度から 2026年

度まで）を策定し、ＫＰＩを導入した進行管理を明確にすることで、実効性を確保するこ

ととした。 

・ＧＣ・ＳＤＧｓの推進 

平成 30年 12月、国連グローバル・コンパクト（ＵＮＧＣ）に署名し正会員として加入、

ＳＤＧｓの目標達成に向けた取り組みをスタートさせた。令和 3年度もコロナ禍が続く中、

短期大学及び中学校高等学校では、止まることなく教育活動に取り組むとともに、ＧＣＮ

Ｊが主催する環境経営分科会、ＧＣの社内浸透研究分科会、人権教育分科会、防災・減災

（ⅮＲＲ）分科会、ＳＤＧｓ分科会、ＷＥＰｓ（女性のエンパワーメント原則）分科会の

6分科会に教職員が参加し、ＧＣ並びにＳＤＧｓ推進に資するための知見を広めた。 

短期大学では、「ボッチャ大会」や「学生と大学との意見交換会」を通じて意識を深め、

また、社会人のための学修環境整備の一環として委託訓練をスタートすることとした。中

学校高等学校ではユネスコスクール活動の継続と、ＥＳＤ教育やＳＤＧｓの推進に向けた

取り組みを進めた。3月には短期大学学友会・中学校高等学校生徒会ともに、ウクライナ

支援のための募金活動を実施した。 

・大宮キャンパス再開発の推進 

大宮キャンパス再開発に向け、開発コンセプトの策定と計画の具体的な内容を精査して

いくとともに、実現に向けた会議等の取り組みを推進した。 

 

（２）情報公開と説明責任の履行 

広く積極的な情報公開を推進するため、令和 2年度事業報告書及び令和 2年度決算の概

要①資金収支計算書、②学校別資金収支計算書、③活動区分資金収支計算書、④事業活動

収支計算書、⑤学校別事業活動収支計算書、⑥貸借対照表、⑦財産目録、⑧学校法人会計

の特徴や企業会計との違い、⑨学校会計の科目等について学院ホームページに公開した。 

また、「寄附行為」、「国際学院埼玉短期大学ガバナンス・コード 第１版」、「令和 3 年

度事業計画」、「設置校の学則」、短期大学教育研究活動等の状況について、ホームページ

に公表した。 

 

（３）学院創立記念事業関係 

新型コロナウィルス感染症防止対策に鑑み、令和 3年度においても学院全体での記念式

を中止した。これに代えて学院長の講話を書面配布し、また、理事長・学長・校長の講話

をオンラインで行うことで、教職員、学生生徒ともに本学院への皆の想いを一つにし、学

院の一層の充実発展を期した。 

 

２．短期大学関係 

（１）大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請 

高等教育の無償化対象校として、機関要件を充足していることが文部科学省により 

確認・公表された。 
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（２）教育情報の公表 

学校教育法施行規則第 172条の 2に基づき、本学教育情報をホームページに掲載した。 

 

（３）大学ポートレート（私学版）での情報掲載 

  日本私立学校振興・共済事業団が運営するサイトに本学情報を掲載した。 

 

（４）「大学コンソーシアムさいたま」における連携活動 

さいたま市周辺の 12大学とさいたま市との間で締結した包括協定に基づく大学間の 

連携活動を実施した。 

 

（５）教育研究の取り組み 

①卒業研究発表会 

期 日：令和 4年 2月 17日 

会 場：大宮キャンパス（オンライン開催） 

発 表：SDGs目標の関連テーマ 

幼児保育学科：31グループ 

         健康栄養学科：17グループ 

（食物栄養専攻：13グループ 調理製菓専攻：4グループ） 

②ＦＤ・ＳＤの実施 

＜全体＞・教職協働による組織改革～学習する組織～（令和 3年 5月 12日） 

・「情報セキュリティの注意点」と「本学における教育研究の推進に係る

著作権法の課題及び研究倫理」（令和 3年 6月 9日） 

・埼玉県私立短期大学協会教職員研修会分科会（令和 3年 10月 13日） 

・発達障害もしくは傾向のみられる学生・生徒の理解と支援  

高大連携（令和 3年 10月 19日） 

・学生募集について（令和 3年 11月 24日） 

・令和 3 年度自己点検・評価報告書の作成について（令和 3年 12月 8日） 

＜ＦＤ＞・科学研究費助成事業について（令和 3年 7月 7日） 

・機器利用の推進（令和 4年 1月 12日） 

・授業公開週間の振り返り（令和 4年 2月 8日） 

・ティーチングポートフォリオ（令和 4年 3月 1日） 

＜新入教職員＞心肺蘇生法と AED講習会（令和 3年 9月 13日） 

＜ＳＤ＞・教職協働を考える（令和 3年 7月 7日） 

・単位の実質化について（令和 4年 1月 12日） 

・自己点検評価について（令和 4年 2月 8日） 

・スタッフポートフォリオ（令和 4年 3月 1日） 

 

（６）社会・地域連携の取り組み 

①公開講座 

〇大学コンソーシアムさいたま加盟大学の公開講座（オンライン開催） 

講 座 名 「はじめての災害食講座‐在宅避難生活を乗り越えるために-」 

開催期間 令和 3年 11月 11日 
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②コンテスト 

・第 28回味彩コンテスト 

 令和 3年 9月 22日 

      応募作品数 386点（一般の部216点・高校の部170点） 

・第 35回幼児絵画展 

令和 3年 10月 2日（1次・2次審査会） 

応募作品数 421点、応募園数 86園 

 

 （７）外部委員による大学改革取組状況の評価・検証 

令和 3年 10月 22日 大学改革助言・評価委員会（オンライン開催） 

     参加者：外部委員 7名 

         本 学 6名 

 

３．中学校高等学校関係 

（１）国際連携の取り組み 

〇インドネシア Sekolah Islam Fitrah Al Fikri（アルフィクリ中学校） 
オンライン・ミーティング（リモート交流・情報交換会） 

期 日：令和 3年 4月 27日 

〇台湾 台北松山先端産業農業専門学校 
オンライン・ミーティング（リモート交流・情報交換会） 

期 日：令和 3年 4月 27日 

〇台湾 新荘高級中學 
オンライン・ミーティング（リモート交流） 

期 日：令和 3年 5月 25日（第 1回）、令和 3年 11月 5日（第 2回） 

 

（２）教育研究の取り組み 

①卒業研究発表会 

〇全日制課程 

令和 4年 2月 28日 オンライン配信 

〇通信制課程 

令和 4年 2月 21～25日 動画視聴 

②研修会の実施 

     ・「接遇とは ～おもてなしの心の表し方～」 

       令和 3年 7月 8日 

・「発達障害もしくは傾向のみられる学生・生徒の理解と支援」 

令和 3年 10月 19日 （高大連携による研修） 

 

（３）社会・地域連携の取り組み 

〇五峯祭 

令和 3年 9月 11・12日 オンライン配信 

テーマ 「 Moon Shot 」 

 

（４）学校評価の実施 

令和 4年 2月 9日 学校評価委員会 

参加者（オンライン参加含む）：評価委員6名 

本 校 8名 


